
資料１

　

所管部署
業務室業務開発部業務開発課

FA：Marketing

契約主体 公益財団法人東京2025世界陸上財団

契約方法 特別契約（特命随意契約）

内　　容

〇スポンサーシップ（企業協賛）を通じて、世界陸上の収入確保を図るた
め、スポンサーシップ権を販売する。

〇スポンサー契約については、原則、一般競争入札の方法より事業者を選定
するが、本カテゴリーについては、昨年12月に締結したカテゴリーリリース
契約において、「ＷＡのメディアパートナーであり、日本国内における本大
会の公式放送局であるＴＢＳにのみ付与できる」旨が規定されていることか
ら、スポンサー契約規則に基づき、特別契約により契約締結する。

〇協賛基準額(予定価格)は、一般競争入札における東京2025プリンシパルサ
ポーターと同様の金額とする。

【カテゴリーの対象となる製品／サービス】
　放送・エンゲージメントサービス

【供給優先権によって発生する調達（予定）】
〇ブロードキャストサービス関連業務
〇コアグラフィック開発及びガイドライン作成
〇マスコット開発(デザイン開発及び着ぐるみ製作)
〇テレビ放映及びその他のプラットフォームを通じたLOCの気運醸成事業
　（SDGｓ、こども啓発を含む。ニュース以外の番組でも紹介）

【契約期間】
　契約締結日から令和７年12月21日まで

【協賛基準額（予定価格）】
　３００，０００，０００円（税抜）

入札・契約手続き等確認結果

東京2025世界陸上公式プリンシパルサポータースポンサー
シップ契約（放送・エンゲージメントサービス）

区分 その他

件名

案　件　概　要

共　　　通 契約締結前付議理由

付議基準



収入案件　個別確認表（契約手続実施前）

案件名
契約方式 特別契約（特命随意契約）

確認内容 備　考
契約手続の適正性

財団での意思決定プロセスの手続き
が適正に取られたものであること

●本案件は、公益財団法人東京2025世界陸上財団での意思決定プロセスに沿って、契約手続の決定が行わ
れていることを確認した。

公募カテゴリーが適切であること
●本案件は、カテゴリーリリース契約に則ったカテゴリーであることを確認した。

●カテゴリーの対象となる製品／サービスが明確に記載されていることを確認した。

販売プロセスが適切であること ●「スポンサーシップ販売方針」に従い、適切な販売プロセスがスケジュールされていることを確認した。

優先供給権の内容が適切に示され
ていること

●供給優先権の対象となる調達が見込まれる場合、調達の概要が適切に示されていることを確認した。

●調達の入札が同時でない場合、調達の入札を同時に実施しない適切な理由を確認した。

募集方式の精査・確認

募集方式が妥当なものであること ●カテゴリーリリース契約の規定に従い、特別契約により契約締結することを確認した。

確認の視点

東京2025世界陸上公式プリンシパルサポータースポンサーシップ契約（放送・エンゲージメントサービス）



資料２

　

所管部署
業務室業務開発部業務開発課

FA：Marketing

契約主体 公益財団法人東京2025世界陸上財団

契約方法 競争入札（一般競争入札）

内　　容

〇スポンサーシップ（企業協賛）を通じて、世界陸上の収入確保を図るた
め、スポンサーシップ権を販売する。

〇契約方法は、「公募などの透明性の高いオープンで新しい手法を採用す
る」との販売方針のもと、一般競争入札を原則として採用する。
（カテゴリーごとに公募の上、協賛金額による入札を実施し、協賛基準額
（予定価格）以上の価格で、最高の価格を提示した者と契約締結）

【カテゴリーの対象となる製品／サービス】
（１）電気公共サービス
（２）ガス
（３）ガス公共サービス

【供給優先権によって発生する調達（予定）】
　なし

【契約期間】
　契約締結日から令和７年12月21日まで

【協賛基準額（予定価格）】
　１００，０００，０００円（税抜）

入札・契約手続き等確認結果

東京2025世界陸上サポーター（電気公共サービス・ガス・
ガス公共サービス）スポンサーシップ契約

区分 その他

件名

案　件　概　要

共　　　通 契約締結前付議理由

付議基準



収入案件　個別確認表（契約手続実施前）

案件名
契約方式 競争入札（一般競争入札）

確認内容 備　考
契約手続の適正性

財団での意思決定プロセスの手続き
が適正に取られたものであること

●本案件は、公益財団法人東京2025世界陸上財団での意思決定プロセスに沿って、契約手続の決定が行わ
れていることを確認した。

公募カテゴリーが適切であること
●本案件は、カテゴリーリリース契約に則ったカテゴリーであることを確認した。

●カテゴリーの対象となる製品／サービスが明確に記載されていることを確認した。

販売プロセスが適切であること ●「スポンサーシップ販売方針」に従い、適切な販売プロセスがスケジュールされていることを確認した。

優先供給権の内容が適切に示され
ていること

●供給優先権の対象となる調達が見込まれる場合、調達の概要が適切に示されていることを確認した。

●調達の入札が同時でない場合、調達の入札を同時に実施しない適切な理由を確認した。

募集方式の精査・確認

募集方式が妥当なものであること
●公募を原則として入札手続を行うことを確認した。

●特定の企業に有利／不利な公募内容となっていないことを確認した。

確認の視点

東京2025世界陸上サポーター（電気公共サービス・ガス・ガス公共サービス）スポンサーシップ契約



資料３

　

所管部署
業務室業務開発部業務開発課

FA：Marketing

契約主体 公益財団法人東京2025世界陸上財団

契約方法 競争入札（一般競争入札）

内　　容

〇スポンサーシップ（企業協賛）を通じて、世界陸上の収入確保を図るた
め、スポンサーシップ権を販売する。

〇契約方法は、「公募などの透明性の高いオープンで新しい手法を採用す
る」との販売方針のもと、一般競争入札を原則として採用する。
（カテゴリーごとに公募の上、協賛金額による入札を実施し、協賛基準額
（予定価格）以上の価格で、最高の価格を提示した者と契約締結）

【カテゴリーの対象となる製品／サービス】
（１）イベントで使用する医療機器及び医薬品等の調達・管理
（２）イベントにおける医務室、フィジオルーム等の運営

【供給優先権によって発生する調達（予定）】
（１）医務室等で使用する医療機器及び医薬品等の調達・管理等
（２）医務室、フィジオルーム等の設営及び撤去

【契約期間】
　契約締結日から令和７年12月21日まで

【協賛基準額（予定価格）】
　１００，０００，０００円（税抜）

入札・契約手続き等確認結果

東京2025世界陸上サポーター（イベント医療サービス）ス
ポンサーシップ契約

区分 その他

件名

案　件　概　要

共　　　通 契約締結前付議理由

付議基準



収入案件　個別確認表（契約手続実施前）

案件名
契約方式 競争入札（一般競争入札）

確認内容 備　考
契約手続の適正性

財団での意思決定プロセスの手続き
が適正に取られたものであること

●本案件は、公益財団法人東京2025世界陸上財団での意思決定プロセスに沿って、契約手続の決定が行わ
れていることを確認した。

公募カテゴリーが適切であること
●本案件は、カテゴリーリリース契約に則ったカテゴリーであることを確認した。

●カテゴリーの対象となる製品／サービスが明確に記載されていることを確認した。

販売プロセスが適切であること ●「スポンサーシップ販売方針」に従い、適切な販売プロセスがスケジュールされていることを確認した。

優先供給権の内容が適切に示され
ていること

●供給優先権の対象となる調達が見込まれる場合、調達の概要が適切に示されていることを確認した。

●調達の入札が同時でない場合、調達の入札を同時に実施しない適切な理由を確認した。

募集方式の精査・確認

募集方式が妥当なものであること
●公募を原則として入札手続を行うことを確認した。

●特定の企業に有利／不利な公募内容となっていないことを確認した。

確認の視点

東京2025世界陸上サポーター（イベント医療サービス）スポンサーシップ契約



資料４

　

区分 その他
案　件　概　要

共　　　通

件名
東京2025世界陸上競技選手権大会における

宿泊関連業務等委託 契約方法が競争入札以外の場合の理由

入札・契約手続き等確認結果

所管部署
業務室宿泊輸送部宿泊輸送課

FA：Accommodation

契約主体 公益財団法人東京2025世界陸上財団
〇令和６年３月19日に締結したスポンサー契約（カテゴ
リー：旅行代理店及びトラベルパッケージサービス）により
供給優先権を有する事業者と財団契約・調達細則22条に基づ
き特別契約を締結する。

契約方法
スポンサー供給優先権に基づく特別契約

（特命随意契約）

内　　容

【目的】
　宿泊関連業務を円滑かつ効率的に実施するため、大会関係
者（選手、ＷＡ関係、審判員、メディア等）が必要とする宿
泊施設の確保や予約受付、宿泊料の徴収・精算などの業務を
委託する。

【主な業務内容】
〇計画・準備業務
　宿泊施設の確保、予約受付、宿泊料の徴収、食事提供の
　調整など
〇運営業務
　大会期間中等の宿泊本部、インフォメーションデスク及
　びファイナンスデスクの運営
〇大会後業務
　利用実績に基づき、大会関係者や宿泊施設との間で宿泊
　料等を精算

【契約期間】
　契約締結日から令和７年12月19日まで

契約締結前付議理由

付議基準



契約・調達案件　個別確認表（契約手続実施前）

案件名 東京2025世界陸上競技選手権大会における宿泊関連業務等委託
契約方式 特別契約（特命随意契約）

確認内容 備　考
契約手続きの適正性
発注組織での意思決定プロセスの
手続きが適正に取られたものである
こと

●本案件は、公益財団法人東京2025世界陸上財団での意思決定プロセスに沿って、事業執行の決定が行わ
れていることを確認した。

大会経費として妥当なものであること

●本案件は、東京2025世界陸上競技選手権大会の準備・運営における宿泊関連業務等に係る事業であり、
財団の役割に基づく業務内容であることを確認した。

●運営・準備等に必要な項目であり、対象経費として妥当であることを確認した。

事業執行にあたり、仕様書の内容が
適切なものであること

●業務内容が簡潔、詳細かつ正確に記載されていることを確認した。

●業務履行上の費用負担が明記されていることを確認した。

●成果品の内容、納品数、納品期限等が具体的に記載されていることを確認した。

予算執行が適正なものであること ●大会の準備・運営を進めていくにあたり、適正な予算執行であることを確認した。

予定価格が妥当なものであること ●定められた労務単価や市場価格等を参考に、予定価格を適切に算出していることを確認した。

契約方式の精査・確認

契約方式が妥当なものであること ●競争入札によらずその事業者以外には契約の履行ができない等の理由により特定の事業者を指定する方式が
妥当であることを確認した。

確認の視点



資料５

　

入札・契約手続き等確認結果

所管部署 監査室

契約主体 公益財団法人東京2025世界陸上財団
〇本委託は、「2023年度　会計監査業務委託」に引き続くもの
であり、被特命事業者は第３回評議員会（令和５年９月15日）
において財団の会計監査人として選任された。

〇「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律」第73条にお
いて、「監事設置一般社団法人においては、社員総会に提出す
る会計監査人の選任及び解任並びに会計監査人を再任しないこ
とに関する議案の内容は、監事が決定する。」と定められ、同
法第177条において一般財団法人についても準用されている。

〇財団の監事は、現在の会計監査人を交代すべき特段の事情は
なく、再任する意向を示したことから、財団財務規程第35条第
１項第４号のイに則り特別契約を締結する。

契約方法 特別契約（特命随意契約）

内　　容

【目的】
　財団の行う組織運営及び事業活動に関して、会計的取引の妥
当性や財務情報の信頼性の確保を目的として、令和６年度の会
計監査業務の委託を行う。

【主な業務内容】
(１)計算書類について、法令等の規定に基づき行う監査
　　業務
(２)財団理事・監事との情報共有・連携業務
(３)財団の内部監査部門との情報共有・連携業務
(４)四半期ごとに開催する三様監査意見交換会会議の場
　　での情報共有・意見交換等
　　※契約期間内に４回開催予定

【契約期間】
　令和６年度の財団の評議員会において、受託者が会計監査人
として再任されたものとみなされた日から、１年以内に終了す
る事業年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の時
まで

【対象となる会計期間】
　令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

契約締結前付議理由

付議基準

区分 その他
案　件　概　要

共　　　通

件名 令和６年度　会計監査業務委託 契約方法が競争入札以外の場合の理由


